
駿河台の「マロニエ通り」に枯れ葉が舞い，追

い越す車のテールライトが赤く冴え冴えと目にし

みるようになってきたことに，このあいだはっと

感動を覚えました．そういえば，この頃はこんな

身近な「季節」を感じることがほとんどなくなっ

てきたような気がします．

一昔まえは，科学技術も手のひらサイズで，自

然の中で個性を輝かせることができました．現代

科学は，予算も規模も大きくなって，季節さえも

地球規模でうねってゆくような気がします．そし

てふと我にかえったとき，自分がいるのは何時何

処なのか，そもそも自分はだれなのか，見当識を

失う恐怖を覚えるのです．

しかし，いくら科学が巨大化したとしても，そ

のゴールを見定め方略を考えそしてそれを実現す

るのは「研究者」です．一人一人の「夢」「憧れ」

「願い」が鮮明に意識されて，一人一人の「血」

と「汗」が現実に流れなければ，何もはじまらな

い．その時には，生きている一人一人が「季節」

を感じることができるはずなのですが…．

この改革の時代，総ての価値が数値化され相対

化されて，個性を滅却されて無次元の競技場に投

げ込まれ，評価され選別されてゆきます．それは

それで今時とおらなくてはならない道なのでしょ

う．しかしそれはそれとして，研究コロセウムで

生き残る勇者は，「夢をいだき」「血が通い」「季

節を感じる」，生身の人間でありつづけた研究者

であって欲しいと思います． （入來篤史）
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